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研究成果の概要（和文）：日本における宗教性／スピリチュアリティと精神的健康の関連について実証的に検討した。
本プロジェクトでは，質的研究班（関西地区（阪神淡路大震災の被災地）チーム，東北地区（東日本大震災の被災地）
チーム），数量的研究班（浄土真宗チーム，5つの宗教教団（出雲大社教（神道），立正佼成会，曹洞宗，カトリック
，プロテスタント）と一般日本人チーム）に分かれて，それぞれのチームごとに調査（フィールドワーク，インタビュ
ー調査，質問紙調査）を行った。各地域，各宗教教団等の調査フィールドごとに違いがみられる側面もあったが，本プ
ロジェクトを通して，宗教性／スピリチュアリティと精神的健康との間に関連にあることが示された。

研究成果の概要（英文）：We examined the relation between religiosity/spirituality and related mental 
health issues by carrying out two major empirical projects: (a) Qualitative Research Project in Kansai 
(the Great Hanshin Earthquake region) and Tohoku (Higashi Nihon Earthquake region) regions; and (b) 
Quantitative Research Project with Jodo Shinshu, Izumo Grand Shrine (Shinto), Rissho Kosei-kai, Sotoshu, 
Catholics, Protestants, and “Average Japanese.” Each research project employed a variety of methodology 
(e.g., ethnography, in-depth interviews, questionnaires, etc.). While notable differences and variations 
are found across regions and religious organizations, we did find a robust relationship between 
religiosity/spirituality and mental health.
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１．研究開始当初の背景 
宗教性／スピリチュアリティが精神的健
康に与える影響の大きさが様々な研究で示
されている。しかし，これまでの多くの研究
は，アメリカを中心としたユダヤ－キリスト
教文化圏における研究であることから，これ
以外の地域・文化の研究の重要性が示唆され
ている(Miller & Kelley, 2005)。 
日本においても，1998 年の WHO の健康
の定義を受けて，宗教性／スピリチュアリテ
ィと精神的健康への関心は高まったが，決し
て大きな広がりをみせたわけではなく，この
分野における実証的研究も決して多くはな
かった(松島, 2010)。 
そうした折，2011年 3月 11日，未曾有の
大災害により多くの尊い命が失われた。非常
に皮肉なことではあったのだが，この東日本
大震災を機に，「ストレス関連成長（ストレ
ス関連成長とは，緊張度合いの高い状況に遭
遇することから生じる利益的（肯定的）な認
識・変化と定義され，ストレスに対する防御
因子であるとされている(Vaughn, Roesch & 
Aldridge, 2009)）に関連する要因としての宗
教性／スピリチュアリティの存在」や「宗教
者によるメンタルケア」などが注目されるよ
うになり，宗教性／スピリチュアリティと精
神的健康に対する関心は徐々に広がりをみ
せていった。 
そのような状況のなかで，2003 年に設立
された宗教心理学研究会を通して，宗教性／
スピリチュアリティと精神的健康に関心を
持つ研究者，宗教者が集うことになり，「宗
教性／スピリチュアリティと精神的健康に
関する実証的研究」を幅広く行っていこうと
の気運が高まっていった。さらに，先の大震
災を通して，それぞれが積み上げてきた経験
を活かしながら，この問題について協働して
研究を行っていくことの重要性が再認識さ
れる機会となった。 
そこで，宗教心理学研究会のネットワーク
を活用しながら，多くのフィールドを得て，
宗教性／スピリチュアリティと精神的健康
について実証的に検証する総合的なプロジ
ェクトを構築したいと考えたのである。 
 
２．研究の目的 
今回の研究プロジェクトでは，日本におけ
る宗教性／スピリチュアリティと精神的健
康との関連について実証的に（調査データに
基づいて）検討することを目的としている。 
その目的を達成するために，質的研究班，
数量的研究班の 2つの班を設置することとし
た。各班の割り振りについては，各メンバー
の専門領域，所属，研究関心等を考慮に入れ
て行った。その上で，班ごとに 2つのチーム
（(1)質的研究班：①関西地区チーム，②東北
地区チーム。(2)数量的研究班：③浄土真宗チ
ーム，④5つの宗教教団と一般日本人チーム）
を設置して，それぞれのチームごとに調査研
究を進めていくこととした。 

 
３．研究の方法 
(1)質的研究班 
 質的研究班では，主として「フィールドワ
ーク」および「インタビュー調査」を行い，
宗教性／スピリチュアリティと精神的健康
の関連について検討した。 
 
①関西地区チーム 
 関西地区チームでは，震災による喪失と宗
教の関わりについて検討することを目的と
した。その主な活動としては，①阪神淡路大
震災における被災地のフィールドワーク，②
慰霊法要に集う人びとへインタビュー調査，
③災害による喪失と宗教，精神的健康に関す
る文献レビューを行った。 
 
②東北地区チーム 
 東北地区チームでは，東日本震災で死亡し
た子どもへの「卒業証書」授与という事例の
調査を通して，授与の実態を把握することを
目的とした。その主な活動としては，宮城県
内の東日本大震災において死亡または行方
不明の幼児児童生徒のいる校園の長への質
問紙調査，その地域におけるフィールドワー
クを行った。 
 
(2)数量的研究班 
 数量的研究班では，「質問紙調査」を行い，
宗教性／スピリチュアリティと精神的健康
の関連について検討した。 
 
③浄土真宗チーム 
 浄土真宗チームでは，宗教性を用いた精神
的健康予測モデルの有効性検討を主な目的
とし，浄土真宗本願寺派僧侶を対象に質問紙
調査を実施した（有効回答数 276 名）。そし
て彼らの宗教性が精神的健康や主観的幸福
感ならびに死生観や死別後の心理にどのよ
うに影響するのかを検討した。 
 
④5つの宗教教団と一般日本人チーム 

5 つの宗教教団と一般日本人チームでは，
「出雲大社教（神道）」「立正佼成会」「曹洞
宗」「カトリック」「プロテスタント」に関係
する日本人（宗教者：宗教指導者・信者）お
よび特定の信仰を有しない日本人（一般日本
人）を調査対象とし，宗教性，スピリチュア
リティ，主観的幸福感，宗教的自然観と精神
的健康（こころの健やかさ）との関連を明ら
かにすることを目的とした質問紙調査（有効
回答数：予備調査①199名，予備調査②30名。
本調査 6,620名）を行った。 
 
４．研究成果 
(1)質的研究班 
①関西地区チーム 
1) 東北および関西における被災地でのフィ
ールドワーク 
東北でのフィールドワークでは，東日本大



震災で大きな被害を受けた宮城県本吉郡南
三陸町と同石巻市立大川小学校を，また，仙
台市若林区と名取市の沿岸部を視察した。関
西でのフィールドワークでは，各地に点在す
る阪神淡路大震災の震災モニュメントを訪
問し，特に神戸市長田区御蔵北公園において，
今なお毎年地域住民と有志の僧侶が集い，ロ
ウソク法要を行っていることが分かった。さ
らに 2014年 1月 17日に，慰霊法要に参加し，
実際の法要の進め方や参列者・主催者の様子
等についてフィールドワークを行った。 
2) 災害による喪失と宗教，精神的健康に関す
る文献レビュー 
文献レビューを行った結果，信仰に基づく
共同体があることや，宗教的な実践を行って
いること，宗教的な信仰によって災害に意味
をみいだしていることが災害へのストレス
へのポジティブな対処法となっていること
が概ね示されているといえる。他方で，過去
の体験を思い出してもらうことによる調査
（回顧的な調査）が多く，宗教やスピリチュ
アリティの定義がそれぞれの研究によって
異なっており，相互の関連も検討されていな
いことが課題としてみられた。 
3) 慰霊法要に集う人びとへのインタビュー
調査 
インタビュー調査の結果，震災による喪失
を経験した人々に対して，ろうそく法要とい
う宗教儀礼は，「（死者を，遺族を，街を，震
災を）忘れない」ための文化的装置として機
能していることが明らかとなった。その一方
で，語り手によってその意味づけが異なるこ
と，また法要以外の様々な（宗教的・非宗教
的）関わりの中の「一つの」儀礼であること
も同時に浮き彫りとなった。さらに，ここか
ら「宗教儀礼→喪失後の適応」という単純な
因果論で説明することが困難であることも
示された。 
 
②東北地区チーム 
調査の結果，非業の死を遂げた子どもに卒
業証書を授与する行為は，例外ではなく広く
行われていた。このことはこうした行為が普
遍的な価値観を反映していることに他なら
ない。「死児の齢を数える」というように，
死児のたましいが生者と同じ様に生活をし，
年齢を重ねていくとする日本人のたましい
観が，現代の学校教育の中でも生き続けてい
るといえる。 
 
(2)数量的研究班 
③浄土真宗チーム 
質問紙調査を行った結果，浄土真宗の信仰
によって精神的な健康が得られ，そのことが
ストレスに遭遇してもポジティブに世界を
再構築させ，死別経験後の心理的変化を肯定
的にさせるとの仮説モデルの有効性が検証
された。 
浄土真宗僧侶の精神的健康や死別後の心
理変化においては，信仰が大きな影響力を有

しており，信仰心が強い僧侶ほど，精神的に
健康であり，死別後の心理もポジティブに変
化することが明らかとなった。 
さらに重要なことは，精神的に健康である
か否かにかかわらず、浄土真宗の信仰それ自
体が死別後の肯定的変化を生じさせている
ことである。一方で，民俗宗教性である霊魂
観念は，これとは正反対に，精神的健康や死
別後の心理変化にネガティブな影響を及ぼ
すことが示された。 
 
④5つの宗教教団と一般日本人チーム 
宗教性，スピリチュアリティ，精神的健康
（主観的幸福感）に関する複数の尺度等（①
宗教観尺度（金児, 1997），②宗教イメージ尺
度（松島・小林・酒井, 2013 ），③キリスト
教的宗教意識尺度（松島, 2011），④スピリチ
ュアル現象尺度（具志堅・松島・平子・徳野・
相澤・酒井, 2013），⑤宗教的自然観に関する
自由記述項目，⑥主観的幸福感尺度（伊藤・
相良・池田・川浦, 2003），⑦精神的健康に関
する自由記述項目，⑧個人の属性を問う項
目）を用い，その関連について検討すること
で，これまで研究実績の乏しい宗教性／スピ
リチュアリティと精神的健康に関する実証
的研究に新たな実績を作りだすことができ
た。 
以下，今回の質問紙調査を通して，分析，
検討した領域である。 
 
1) 信仰の有無と信仰継承  
2) 宗教／スピリチュアリティの実態把握 
3) スピリチュアリティ／宗教性と精神的健
康との関連 

4) 片仮名表記における「スピリチュアリテ
ィ」の厄介さ：「科学と宗教」および「語
源と語彙」の狭間で 

5) 自己存在の在り方への気づき－宗教的自
然観の記述より－ 

6) 「こころの健やかさ」に関する調査的研究
－自由記述による 3宗教における一般信徒
間での質的比較－ 

7) 出雲大社信者・宗教指導者の「ご神徳」の
感じ方 

8) 立正佼成会における宗教イメージおよび
主観的幸福感 

9) 曹洞宗宗教指導者と信者の宗教意識－一
般成人・大学生との比較から－ 

10) 寺檀関係と信仰 
11) 「救いの体験」の有無による主観的幸福
感の違い－キリスト教に関わる人びとを
対象にして－ 

12) キリスト教に関わる人びとにとっての宗
教／スピリチュアリティ－有用性（役に立
つ／役に立たない）における差異－ 

13) 感想欄から見えてきた日本人の信仰にま
つわる様相－日本人クリスチャン（プロテ
スタント）を対象として－ 

14) 中学・高校生におけるスピリチュアル現
象の違いについて－公立学校，カトリック



系学校，プロテスタント系学校を対象にし
て－ 

15) 中学・高校生のキリスト教的宗教意識か
ら見えてくるもの 

16) 学校現場と宗教：中高生におけるスピリ
チュアル現象とキリスト教的宗教意識は
何を語るか 
1)～6)については，「調査対象者全体」もし
くは「複数の調査フィールドの比較」という
両面の視点に立って論じている。7)～16)につ
いては，主として「それぞれの宗教教団，学
校」を軸にして論じている。このように分け
たのは，調査対象者全体から論じる視点，各
宗教教団から論じる視点の両方が実証的宗
教心理学的研究には必要であるとの考えが
あったからである。 
各宗教教団において「信仰の捉え方」が異
なることから，そのあたりのことを丁寧にお
さえていかないとその研究自体が非常に煩
雑なものとなってしまう。しかし，そこだけ
にとどまってしまうと，どこまでも個別的な
分析となってしまい，全体構造から理論的な
枠組みを構築することができないという問
題点も出てきてしまう。それらのバランスを
取るためにも，全体から俯瞰的に検討してい
くアプローチも必要であると考え，今回のよ
うな構成で分析，検討を行ったのである。 
 
(3)プロジェクト全体を通して 
今回の科研費研究プロジェクトの大きな
特徴としては，実証的宗教心理学的研究をベ
ースとした上で，様々な分野，領域，立場の
人びとが集ったということである。 
心理学のなかでも，発達心理学，社会心理
学，臨床心理学，学習心理学，実験心理学等
の研究者が集った。心理学以外でも，宗教学，
仏教学，歴史学，教育学，看護学等の研究分
野，領域の研究者が集った。また，その立場
も，大学の教員，研究員のみならず，宗教教
団付属研究所・研究センターの研究員，さら
には司祭（キリスト教），僧侶（仏教），布教
師（神道）とそれぞれの宗教教団の宗教指導
者も加わり，これら多彩なメンバーにより，
本プロジェクトは構成されたのである。 
このように，多彩なメンバーが集う研究プ
ロジェクトは，それこそ，これまで至るとこ
ろで企画・推進されていよう。本調査はそう
した一面に加え，これまでに用いられること
がほとんどなかった研究方法を根幹に据え
ている。すなわち，「実証的宗教心理学的研
究（調査データに基づいて，宗教性／スピリ
チュアリティの実態，またそれらにまつわる，
関連する事象を明らかにしていこうとの研
究）」をベースとしたことである。これこそ
が，本プロジェクトにおける最大の特徴であ
り，これまで日本ではこのような総合プロジ
ェクトは存在していないことからも，本プロ
ジェクトを通して，様々な新たな試みを行う
ことにより，これまで得ることができなかっ
た研究成果を提供しうると考えたのである。 

「実証的宗教心理学的研究をベースとす
る」との最大の特徴を形とし，日本における
宗教性／スピリチュアリティと精神的健康
の実態を多角的な見地から明らかにしてい
くために，質的研究班，数量的研究班を設置
し，さらに質的研究班では関西地区チーム，
東北地区チーム，数量的研究班では浄土真宗
チーム，5 つの宗教教団と一般日本人チーム
を編成して，それぞれのチームごとに調査研
究を進めていった。 

2 つの班，4 つのチームでは，フィールド
ワーク，インタビュー調査，質問紙調査と質
的研究および数量的研究の特性を活かしな
がら各調査フィールドに対して研究目的に
かなったアプローチをとったことにより，多
角的見地からの幅広い研究成果を提供する
ことができたのではないかと考えている。 
さらに，世界的にみても，宗教性／スピリ
チュアリティと精神的健康の研究は欧米を
中心としたユダヤ－キリスト教文化圏の研
究が大半であったことからも，それらとは文
化が異なる日本における本プロジェクトの
研究成果は非常に意義あるものであり，海外
の研究者にも資するところ大であろうと考
えている。 
 しかし，「日本における宗教性／スピリチ
ュアリティと精神的健康の実態について幅
広く迫ることができた」「それぞれのアプロ
ーチに拠る複数の研究成果を提供すること
ができた」との成果は，そのまま本プロジェ
クトにおける反省点，今後の課題でもある。 
今回の研究プロジェクトにおいて「実態を
幅広く」「複数の研究成果を提供」すること
ができたかもしれないが，それらはチームご
との 1つ 1つの研究成果であり，研究プロジ
ェクト全体としてどれだけ体系的なものを
提供することができたのかとなると，本プロ
ジェクトではそこまでに至ることはできな
かった。様々な分野，領域，立場の人びとが
集い，総合的なプロジェクトを構築し，連
携・協働のなかで活動を展開していくことが
できたが，今回の研究プロジェクトでは，チ
ームごとの研究成果の提示にとどまってし
まったのである。 
 日本における実証的宗教心理学的研究の
分野では，これだけの規模の大きなプロジェ
クトを行っていくのは初めてであることか
ら，まずプロジェクトメンバーがこれまで積
み上げてきたものや関心のあるものなどを
中心に幅広く試みていくことに重きを置い
た。それは，メンバーそれぞれの独自性を重
視するものであり，宗教性／スピリチュアリ
ティと精神的健康の関連について，新たな研
究の可能性を切り拓くためであった。今回の
研究プロジェクトでは，1 つの系統だったも
のを作る，体系的なものを作るよりも，どこ
までできたかわからないが，新たな研究の可
能性を切り拓くことに重きを置くことにし
たのである。 
しかし，宗教性／スピリチュアリティと精



神的健康の実態にさらに迫っていくために
は「体系化」の作業は必ず必要となってくる
であろう。この先も研究成果を積み上げてい
きながらも，どのように体系化していくこと
ができるのかについても検討していきたい
と考えている。 
さらに，こうした一連の研究を通して，日
本における宗教性／スピリチュアリティと
精神的健康の実証的研究の礎を作っていき
たいと考えているのである。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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